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概要

個人がユビキタス環境において情報利用を行う際の

ユビキタス情報把握方法を提案する．環境内のすべて

ものが情報を発信するユビキタス環境を考えた場合，

取得し得る情報は多種多岐に渡りいわゆる「情報洪水」

が容易に起こる．この情報洪水に対処するためには，

個人毎にあらかじめその個人の利用する可能性のある

ユビキタス環境内の情報を把握しておくことが重要と

なる．そこで我々は，個人が利用する対象を個人が直

接的にアクセス可能なものであるという立場に立ち，

個人が存在している場所の近傍のユビキタス情報を常

時観測し，その観測情報と個人の位置情報との関係付

けを行うことにより，個人利用に着目したユビキタス

環境把握の一方法を提案する．

はじめに

ユビキタス環境の情報利用に関してはさまざまな研

究が進められている ．

多くの研究は環境側から発信される情報をユーザ側

に如何に有用な情報を享受させるかを観点に，すなわ

ち，ユーザにあったサービスを提供するかについて考

えられている．不特定の場所，例えば，初めて訪れた

場所においては，環境側から発信される様々な情報が

提供されることは有用である．しかしながら，日常的

に行動を行う場所においては，そのユーザの必要とす

る情報は限定的である場合が多く，環境側から発信さ

れる日常的に必要な情報以外の情報が有用となること

は極めて希である．このような観点から，日常的な状

態においては，ユーザ側が個人に有用な情報を能動的

に受信し，ユーザ固有の環境を能動的に構築すること

が重要になる．個人と環境を関連づける研究としては，

坂本らの研究 があるがこの研究においてもユーザ

情報は外部から取得することが述べられており個人が

能動的に情報を取得することは想定されていない．

基本的な考え方

我々は，日常生活において，ユーザが利用する対象

はユーザが”直接的にアクセス可能なもの”であると

いう立場をとることとする．ここでいう”直接的にア

クセス可能”とは，”ユーザがさわることができるも

の”を指している．つまり，”直接的にアクセス可能な

もの”とはユーザの近傍に存在するものを表している．

本稿で提案するシステムは，ユーザが直接的にアク

セス可能なものの情報を時々刻々ユーザの情報を受信

した際の位置とも記録・関連付けることにより，個人

に特化した情報取得ならびにその取得情報から個人利

用に着目したユビキタス環境把握を行うものである．

情報の取得

本稿において扱う情報は，環境からユーザが取得す

る様々な情報のうちで，ものにつけられた タグ

の 情報である仮定する．

ユーザの近傍情報取得のイメージ図を図 に示す．

図 において，白線はユーザの移動軌跡を示し，白丸は

情報取得した位置を示すものとする．ユーザは

タグの 情報受信用のアンテナを常に携帯し，ユー

ザの周辺に存在する タグの 情報を受信し続

ける．その受信した 情報をそのときの位置ともに

情報を蓄積する．

図 近傍情報取得イメージ

情報取得からの存在領域推定

蓄積情報からものの存在領域推定する方法を図 を

用いて説明する．図 において は，

時刻 における位置 で 情報として

を取得した状態を示している．まずはじめに，蓄積情

報から一つの に着目し，その を取得した位置

情報を抽出する．抽出した位置からの受信可能範囲の

重ね合わせを行い タグの存在範囲を限定する．

位置 での取得範囲 で表すとすると，図 で
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図 推定イメージ

は，それぞれ は ， は

， は の領域に存在する

と推定されることなる．

予備実験

今回第１のステップとして，アンテナ 社

Ⅲ と タグを遮蔽物のない ×

の環境に配置し，アンテナの タグの情報の取得

範囲を計測するとともに，複数のタグ位置をアンテナ

を移動させながら受信させた結果から，そのタグの存

在位置範囲を推定する予備実験を行った．予備実験で

用いた実験環境と装置を図 に示す．

図 実験環境と使用機器

アンテナの情報取得範囲測定

まずはじめに，この装置の タグの情報の取得

範囲を特定するために，アンテナを中心として全方向

に対して 以内に遮蔽物のない環境で 刻みで

タグを移動しながら，その地点における情報を

取得する実験を行った．

図 に，実際に場所による タグの情報受信確

率の測定結果を示す．図 において， はアンテ

ナの設置場所，マスは × である．アンテ

ナの設定は，減衰率の設定を とし，受信できた場所

は灰色で示している．

複数 情報取得実験

で測定したアンテナを用いて， つの タ

グを設置し，アンテナを移動しながら を受信する

実験を行った．図 に３つの タグ位置（黒マス）と

アンテナの移動情報を示す．また，各マスに記載して

いる矢印は，各位置におけるアンテナ方向を示し，マ

ス内の数字は取得した を示す．また，図 に様々

図 情報取得範囲

図 実験のタグ配置と 情報取得結果

図 タグ配置推定結果

な方向に向いたアンテナの測定範囲の近似として，半

径 の円を用いてタグ位置の推定を行った結果を

示す．

おわりに

個人の周辺情報として タグの情報を取得し，

その取得情報からその タグの存在位置を推定す

る方法を提案し，予備実験によりその可能性を示した．

しかしながら，タグの個体差を今回は考慮に入れてお

らず，また，推定も単なる円によるものであり実環境

における実験には適応できない．今後は，受信領域の

形状等も考慮しタグの存在位置を決定する方法の研究

を進める．
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